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[Helle Nystrup, Senior Environment Engineer, Grundfos Man-
agement A/S]
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     カテゴリに分類され、さらに’*’マークにより優先順位が付けられています。












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1．   製品のライフサイクルのどの段階で、環境への影響が発生しているのか？
2．   製品の使用において、環境影響を生み出す原因となるものは何なのか？






8．  各々の環境改善をどの程度望んでいるのか？ 法令を守るためか？ 環境問題の予防のためか？
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　本書では、環境保護とビジネスの創造の相乗効果を
生み出すチャンスを企業にもたらすことを目的として、
製品の設計・開発に環境への配慮を取り入れるための
考え方と、それを実現するための段階的なアプローチ
を紹介します。
　本書の対象読者は、製品の開発プロセスまたは製品
そのものに環境への配慮を取り入れることを検討して
いる、製品開発担当者です。
　本書の内容は、
・デンマークを始めとする各国の企業による環境を　
意識した製品開発の手法や経験のレビュー
・デンマーク国内の企業と共同で実施した一連のワー
クショップ
を基盤としています。
　
　もし、本書で紹介する体系的な環境改善に取り組め
る十分な人材・資金・時間があれば、その投資は以下
の様々な面でペイオフされるのは間違いありません：
　・企業の社会的責任の履行
　・将来起こりえる環境問題と改善要求に対する予防・
　  対策
　・環境に対する企業姿勢のアピール
　・製品のライフサイクルに対する考え方の改善とそ
　  の結果としての環境影響の改善
　・製品に対するサービス志向の視点
　・ロバストで革新的な製品コンセプト
